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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドキュメントの印象を表現する選択肢群を含む印象表現データベースと、
　ドキュメントを見た人間が感じる印象を表す印象情報に対して、前記印象表現データベ
ースに含まれる選択肢と、各印象情報に対して関連付けられる選択肢間の重要度を示す重
み係数と、を関連付けた第１の印象評価データベースと、
　前記印象情報に対して、前記印象表現データベースに含まれる選択肢と、各印象情報に
対応付けられている選択肢の重み係数の和が等しくなるように設定された重み係数と、を
関連付けた第２の印象評価データベースと、
を記憶する記憶手段と、
　ドキュメントのデザイン制作の目標とする印象に合った選択肢を前記印象表現データベ
ースから少なくとも１つユーザに選択させて取得する第１印象情報取得手段と、
　実際のドキュメントのデザインから受ける印象に合った選択肢を前記印象表現データベ
ースから少なくとも１つユーザに選択させて取得する第２印象情報取得手段と、
　前記第１の印象評価データベースと前記第２の印象評価データベースとのいずれか一方
をユーザに選択させる選択手段と、
　前記選択手段において選択された印象評価データベースを参照して、前記第１印象情報
取得手段において選択された選択肢に関連付けられている印象情報を抽出して、前記抽出
された印象情報毎に前記印象情報データベースから選択された選択肢に関連付けられてい
る重み係数の和である評価値を算出し、前記抽出された印象情報毎に前記評価値を関連付
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けて目標印象情報データベースとして保持する目標印象情報抽出手段と、
　前記選択手段において選択された印象評価データベースを参照して、前記第２印象情報
取得手段において選択された選択肢に関連付けられている印象情報を抽出して、前記抽出
された印象情報毎に前記印象情報データベースから選択された選択肢に関連付けられてい
る重み係数の和である評価値を算出し、前記抽出された印象情報毎に前記評価値を関連付
けてユーザ印象情報データベースとして保持するユーザ印象情報抽出手段と、
　前記印象情報毎に前記目標印象情報データベースに登録されている評価値と前記ユーザ
印象情報データベースに登録されている評価値との差分値の大きさ及び正負に応じて評価
値を表す情報の表示色を異ならせて呈示する出力手段と、
を備えることを特徴とするデザイン制作支援装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のデザイン制作支援装置であって、
　前記評価値の差を表す情報は、前記印象情報毎の積分値の差分値であることを特徴とす
るデザイン制作支援装置。
【請求項３】
　請求項１に記載のデザイン制作支援装置であって、
　前記評価値の差を表す情報は、前記印象情報毎の積分値のいずれか小さい方の値である
ことを特徴とするデザイン制作支援装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１つに記載のデザイン制作支援装置であって、
　前記目標印象情報抽出手段又は前記ユーザ印象情報抽出手段は、複数のユーザによって
前記印象情報データベースから選択された選択肢に基づいて重み係数の評価値を算出する
ことを特徴とするデザイン制作支援装置。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれか１つに記載のデザイン制作支援装置であって、
　前記目標印象情報抽出手段又は前記ユーザ印象情報抽出手段は、同一のユーザ又は同一
の属性を有するユーザによって異なる時刻に前記印象情報データベースから選択された選
択肢に基づいて重み係数の評価値を算出することを特徴とするデザイン制作支援装置。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１つに記載のデザイン制作支援装置であって、
　前記出力手段は、出力画面の領域を複数の分割画面領域に分割し、前記分割画面領域毎
に印象情報を割り当て、前記印象情報毎に求められた前記積分値の差を表す情報を前記分
割画面領域に表示することを特徴とするデザイン制作支援装置。
【請求項７】
　ドキュメントの印象を表現する選択肢群を含む印象表現データベースと、
　ドキュメントを見た人間が感じる印象を表す印象情報に対して、前記印象表現データベ
ースに含まれる選択肢と、各印象情報に対して関連付けられる選択肢間の重要度を示す重
み係数と、を関連付けた第１の印象評価データベースと、
　前記印象情報に対して、前記印象表現データベースに含まれる選択肢と、各印象情報に
対応付けられている選択肢の重み係数の和が等しくなるように設定された重み係数と、を
関連付けた第２の印象評価データベースと、
を記憶する記憶手段を備えるコンピュータを、
　ドキュメントのデザイン制作の目標とする印象に合った選択肢を前記印象表現データベ
ースから少なくとも１つユーザに選択させて取得する第１印象情報取得手段と、
　実際のドキュメントのデザインから受ける印象に合った選択肢を前記印象表現データベ
ースから少なくとも１つユーザに選択させて取得する第２印象情報取得手段と、
　前記第１の印象評価データベースと前記第２の印象評価データベースとのいずれか一方
をユーザに選択させる選択手段と、
　前記選択手段において選択された印象評価データベースを参照して、前記第１印象情報
取得手段において選択された選択肢に関連付けられている印象情報を抽出して、前記抽出
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された印象情報毎に前記印象情報データベースから選択された選択肢に関連付けられてい
る重み係数の和である評価値を算出し、前記抽出された印象情報毎に前記評価値を関連付
けて目標印象情報データベースとして保持する目標印象情報抽出手段と、
　前記選択手段において選択された印象評価データベースを参照して、前記第２印象情報
取得手段において選択された選択肢に関連付けられている印象情報を抽出して、前記抽出
された印象情報毎に前記印象情報データベースから選択された選択肢に関連付けられてい
る重み係数の和である評価値を算出し、前記抽出された印象情報毎に前記評価値を関連付
けてユーザ印象情報データベースとして保持するユーザ印象情報抽出手段と、
　前記印象情報毎に前記目標印象情報データベースに登録されている評価値と前記ユーザ
印象情報データベースに登録されている評価値との差分値の大きさ及び正負に応じて評価
値の差を表す情報の表示色を異ならせて呈示する出力手段と、
として機能させることを特徴とするデザイン制作支援プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、目標とするデザインの印象、実際に制作されたデザインの印象及びデザイン
からユーザが受ける印象に基づいてデザイン制作の支援を行うデザイン制作支援装置及び
デザイン制作支援プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　企業のコーポレートマーク、商品、プレゼンテーション資料やウェブサイトのページ等
に施されたデザインは顧客や使用者等が受ける印象（イメージ）に対して大きな影響を与
える。従って、そのデザイン制作においては、企業戦略、商品販売戦略、情報提供等をす
る者が受け手（ユーザ）に対して与えようとする印象を的確に表現することが重要である
。
【０００３】
　例えば、商品のデザイン制作をデザイン制作者に依頼して行う場合には、図３４に示す
ように、依頼主であるクライアントが商品やプレゼンテーション資料に必要とされる目標
印象を決定し（Ｓ１００）、デザイン制作者がその印象に合致するデザインの制作を行い
（Ｓ１０２）、制作されたデザインの印象の評価を行い（Ｓ１０４）、必要とする印象と
現実のデザインの印象との相違に基づいて依頼主はデザイン修正が必要な場合は修正を指
示し、修正が必要でない場合には最終的なデザインが決定される（Ｓ１０６）。
【０００４】
　このようなデザイン制作の中で、商品、プレゼンテーション資料及びウェブページ等の
ドキュメントの描画・着色を支援するアプリケーションソフトウェアが多数開発されてい
る。これらの多くは、実際の着色をアプリケーションの使用者に委ねており、デザイン制
作に不慣れな使用者は印象を的確に表すことが困難である。
【０００５】
　そこで、人間の感性に基づいて処理やドキュメントの印象評価を行う方法についての研
究がなされている。
【０００６】
　特許文献１には、デザイン制作の際に目標となる印象に関する文字情報を目標イメージ
として決定する目標イメージ決定工程と、実際に制作されたデザインの印象に関する文字
情報をデザインイメージとして求めるデザインイメージ評価工程とを実行し、イメージに
関する文字情報を表示画面の各領域に割り当てたイメージマップ画面と、イメージマップ
画面の領域のうち目標イメージ情報に対応する領域に目標イメージ情報と、デザインイメ
ージ情報に対応する領域にデザインイメージと、を重ね合わせて表示する技術が開示され
ている。
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－１０２７３４号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記特許文献１に記載の技術では、依頼主やユーザによって形容詞群の中から選択され
た形容詞に基づいてデザイン制作の目標とする目標印象情報やユーザが実際に受けたユー
ザ印象情報を決定する。しかしながら、イメージマップを分割した各領域に割り付つけら
れた各印象情報に対応付けられた形容詞の数が異なるため、選択され易い印象情報と選択
され難い印象情報とが存在することになり、目標印象情報やユーザ印象情報を適切に設定
することができない場合があった。
【０００９】
　また、デザイン制作の目標とする印象と、実際のデザインからユーザが受けた印象と、
がどの程度異なるのかを視覚的に把握し易い方法で呈示することができず、目標通りにド
キュメントのデザインが制作されたか否かを容易に把握することができない場合があった
。
【００１０】
　本発明は、上記従来の技術の課題を鑑み、デザイン制作の目標とした印象と実際のデザ
インからユーザが受けた印象とがどの程度異なるのかを視覚的に把握し易い方法で呈示す
ることを可能としたデザイン制作支援装置及びデザイン制作支援プログラムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、ドキュメントの印象を表現する選択肢群を含む印象表現データベースと、ド
キュメントを見た人間が感じる印象を表す印象情報に対して、前記印象表現データベース
に含まれる選択肢と、各印象情報に対して関連付けられる選択肢間の重要度を示す重み係
数と、を関連付けた第１の印象評価データベースと、前記印象情報に対して、前記印象表
現データベースに含まれる選択肢と、各印象情報に対応付けられている選択肢の重み係数
の和が等しくなるように設定された重み係数と、を関連付けた第２の印象評価データベー
スと、を記憶する記憶手段と、ドキュメントのデザイン制作の目標とする印象に合った選
択肢を前記印象表現データベースから少なくとも１つユーザに選択させて取得する第１印
象情報取得手段と、実際のドキュメントのデザインから受ける印象に合った選択肢を前記
印象表現データベースから少なくとも１つユーザに選択させて取得する第２印象情報取得
手段と、前記第１の印象評価データベースと前記第２の印象評価データベースとのいずれ
か一方をユーザに選択させる選択手段と、前記選択手段において選択された印象評価デー
タベースを参照して、前記第１印象情報取得手段において選択された選択肢に関連付けら
れている印象情報を抽出して、前記抽出された印象情報毎に前記印象情報データベースか
ら選択された選択肢に関連付けられている重み係数の和である評価値を算出し、前記抽出
された印象情報毎に前記評価値を関連付けて目標印象情報データベースとして保持する目
標印象情報抽出手段と、前記選択手段において選択された印象評価データベースを参照し
て、前記第２印象情報取得手段において選択された選択肢に関連付けられている印象情報
を抽出して、前記抽出された印象情報毎に前記印象情報データベースから選択された選択
肢に関連付けられている重み係数の和である評価値を算出し、前記抽出された印象情報毎
に前記評価値を関連付けてユーザ印象情報データベースとして保持するユーザ印象情報抽
出手段と、前記印象情報毎に前記目標印象情報データベースに登録されている評価値と前
記ユーザ印象情報データベースに登録されている評価値との差分値の大きさ及び正負に応
じて評価値を表す情報の表示色を異ならせて呈示する出力手段と、を備えることを特徴と
するデザイン制作支援装置である。
【００１２】
　上記本発明のデザイン制作支援装置は、コンピュータにおいてデザイン制作支援プログ
ラムを実行することによって実現することができる。すなわち、本発明は、ドキュメント
の印象を表現する選択肢群を含む印象表現データベースと、ドキュメントを見た人間が感
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じる印象を表す印象情報に対して、前記印象表現データベースに含まれる選択肢と、各印
象情報に対して関連付けられる選択肢間の重要度を示す重み係数と、を関連付けた第１の
印象評価データベースと、前記印象情報に対して、前記印象表現データベースに含まれる
選択肢と、各印象情報に対応付けられている選択肢の重み係数の和が等しくなるように設
定された重み係数と、を関連付けた第２の印象評価データベースと、を記憶する記憶手段
を備えるコンピュータを、ドキュメントのデザイン制作の目標とする印象に合った選択肢
を前記印象表現データベースから少なくとも１つユーザに選択させて取得する第１印象情
報取得手段と、実際のドキュメントのデザインから受ける印象に合った選択肢を前記印象
表現データベースから少なくとも１つユーザに選択させて取得する第２印象情報取得手段
と、前記第１の印象評価データベースと前記第２の印象評価データベースとのいずれか一
方をユーザに選択させる選択手段と、前記選択手段において選択された印象評価データベ
ースを参照して、前記第１印象情報取得手段において選択された選択肢に関連付けられて
いる印象情報を抽出して、前記抽出された印象情報毎に前記印象情報データベースから選
択された選択肢に関連付けられている重み係数の和である評価値を算出し、前記抽出され
た印象情報毎に前記評価値を関連付けて目標印象情報データベースとして保持する目標印
象情報抽出手段と、前記選択手段において選択された印象評価データベースを参照して、
前記第２印象情報取得手段において選択された選択肢に関連付けられている印象情報を抽
出して、前記抽出された印象情報毎に前記印象情報データベースから選択された選択肢に
関連付けられている重み係数の和である評価値を算出し、前記抽出された印象情報毎に前
記評価値を関連付けてユーザ印象情報データベースとして保持するユーザ印象情報抽出手
段と、前記印象情報毎に前記目標印象情報データベースに登録されている評価値と前記ユ
ーザ印象情報データベースに登録されている評価値との差分値の大きさ及び正負に応じて
評価値の差を表す情報の表示色を異ならせて呈示する出力手段と、として機能させること
を特徴とするデザイン制作支援プログラムにより実現することができる。
【００１５】
　ここで、前記積分値の差を表す情報とは、前記目標印象情報データベースに登録されて
いる積分値と前記ユーザ印象情報データベースに登録されている積分値との差分値である
ことが好適である。差分値は前記印象情報毎に算出される。また、前記積分値の差を表す
情報とは、前記目標印象情報データベースに登録されている積分値と前記ユーザ印象情報
データベースに登録されている積分値のうちいずれか低い方の値であることが好適である
。この場合も、低い方の値を前記印象情報毎に抽出する。
【００１６】
　ここで、前記目標印象情報抽出手段又は前記ユーザ印象情報抽出手段は、複数のユーザ
によって前記印象情報データベースから選択された選択肢に基づいて重み係数の評価値を
算出することが好適である。
【００１７】
　また、前記目標印象情報抽出手段又は前記ユーザ印象情報抽出手段は、同一のユーザ又
は同一の属性を有するユーザによって異なる時刻に前記印象情報データベースから選択さ
れた選択肢に基づいて重み係数の評価値を算出することが好適である。
【００１８】
　また、前記出力手段は、出力画面の領域を複数の分割画面領域に分割し、前記分割画面
領域毎に印象情報を割り当て、前記印象情報毎に求められた前記積分値の差を表す情報を
前記分割画面領域に表示することを特徴とすることが好適である。このように積分値の差
を表す情報を印象表現マップ上に表示することによってデザイン制作の目標となる印象と
実際のデザインの印象との差を視覚的に明確に呈示することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、デザイン制作の目標とした印象と実際のデザインからユーザが受けた
印象とがどの程度異なるのかを視覚的に容易に把握することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２０】
１．装置構成
　本発明の実施の形態におけるデザイン制作支援装置は、図１のように、マネジメントサ
ーバ１００、クライアントコンピュータ１０２ａ，１０２ｂ・・・及びネットワーク１０
４から構成される。マネジメントサーバ１００及びクライアントコンピュータ１０２ａ，
１０２ｂ・・・は、ネットワーク１０４を介して、情報伝達可能に接続される。
【００２１】
　マネジメントサーバ１００は、図２のように、制御部１０、記憶部１２、入力部１４、
出力部１６及びネットワークインターフェース部１８から基本的に構成される。
【００２２】
　制御部１０は、記憶部１２に保存されたデザイン制作支援プログラムを読み出して実行
する。また、処理に必要なデータを入力部１４、ネットワーク１０４から取り込み、記憶
部１２に格納する。また、処理に必要な場合には、記憶部１２に保持されたデータを読み
出して処理に供する。さらに、処理結果を再び記憶部１２に格納し、必要に応じて出力部
１６又はネットワーク１０４に出力する。
【００２３】
　記憶部１２は、デザイン制作支援プログラム及び入力部１４やネットワークから取り込
まれるキーワード等の各種データを格納及び保持する。また、処理に必要とされる印象表
現データベース、印象評価データベース、目標印象情報データベース、デザイン評価デー
タベース、デザインデータベース、ユーザ印象情報データベース、印象マップ表示用デー
タベース等のデータベースを格納及び保持する。各々のデータベースの内容及び使用方法
については後述する。記憶部１２としては、主として半導体メモリが用いられるが、例え
ば、ハードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、磁気テープなどの記憶装置を用いる
こともできる。
【００２４】
　入力部１４は、使用者が処理に必要なデータを入力する際に用いられる。入力部１４と
しては、例えば、キーボード等の文字入力装置やマウス、ライトペン等のポインティング
デバイスを用いることができる。また、紙などの記録媒体に作成された既存のプレゼンテ
ーション資料等を電子データとして読み込む場合には、スキャナ等のドキュメント読取装
置、音声等を入力する場合にはデジタル信号への変換が可能な音声入力装置を用いること
ができる。
【００２５】
　出力部１６は、処理に必要なデータの入力を促す入力画面、制御部１０での処理結果を
示す出力画面等を表示する。出力部１６としては、例えば、ディスプレイ、プリンタ等の
ドキュメント出力装置を用いることができる。
【００２６】
　ネットワークインターフェース部１８は、マネジメントサーバ１００をネットワーク１
０４と情報伝達可能に接続するために用いられる。
【００２７】
　また、クライアントコンピュータ１０２ａ，１０２ｂ・・・もマネジメントサーバ１０
０と同様にコンピュータの基本構成を有する。クライアントコンピュータ１０２ａ，１０
２ｂ・・・においても、ネットワーク１０４を介することによって、マネジメントサーバ
１００に対して処理に必要な情報を送信したり、マネジメントサーバ１００における処理
結果を受信したりすることができる。また、以下に示すデザイン制作支援方法の処理の一
部をクライアントコンピュータ１０２で実行させてもよい。
【００２８】
２．デザイン制作支援方法
【００２９】
　本実施の形態におけるデザイン制作支援方法を、図３を参照して、以下に詳細に説明す
る。なお、本願請求項に係る発明における各手段は、以下のデザイン制作支援方法の各工
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程をコンピュータで処理させることによって実現される。
【００３０】
　ここで、デザインの制作を行う者（以下、デザイン制作者という）、デザイン制作者に
対してデザインの制作を依頼する者（以下、依頼主という）及び制作されたデザインの受
け手となる者（以下、ユーザという）がシステムを利用するものとして説明を行う。また
、デザイン制作者、依頼主及びユーザのいずれもが行うことができる作業については、一
般的に操作者が操作を行うものとする。通常、デザイン制作者、依頼主及びユーザは異な
る者であるが、デザイン制作者自身が制作したデザインを適切に修正するときなどは、デ
ザイン制作者、依頼主及びユーザが同一者となる場合もある。
【００３１】
　クライアントコンピュータ１０２ａ，１０２ｂ・・・は、ネットワーク１０４を介して
、それぞれマネジメントサーバ１００と接続されて通信を行い、いずれもデザイン制作者
の端末としても、依頼主の端末としても機能することができる。以下の説明においては便
宜上、操作者はマネジメントサーバ１００を用いて処理を行うものとする。
【００３２】
　デザイン制作支援方法は、図３のように、ステップＳ１０の目標印象決定工程、ステッ
プＳ２０のデザイン印象評価工程、ステップＳ３０のユーザ印象取得工程及びステップＳ
４０の印象提示・修正工程を含んでなる。
【００３３】
　これらの各工程は、コンピュータで処理可能なデザイン制作支援プログラムをマネジメ
ントサーバ１００の記憶部１２に格納及び保持し、マネジメントサーバ１００によってそ
のプログラムを実行することによって実現される。
【００３４】
　プログラムの処理が開始されると、ステップＳ０において、図４のように、制御部１０
はメインメニュー画面１０００を出力部１６に表示させ、操作者に対して所望の処理を選
択するように促す。ここで、メインメニュー画面１０００においては、マウスポインタ５
が表示され、所望の処理を示す画面位置をクリックすることによって、各処理の実行が開
始される。
【００３５】
　また、メインメニュー画面１０００には、制作の対象となっているデザインの識別番号
を入力するボックス１５が設けられており、以下の処理において対象となるデータベース
等はこのボックス１５に入力された番号で識別されることとなる。
【００３６】
　例えば、ボックス１５に識別番号として“９”を入力し、目標印象決定ボタン２０が表
示されている位置にマウスポインタ５を移動させ、マウスをクリックすることによって、
デザインの識別番号は９となり、ステップＳ１０の目標印象決定工程に処理が移行する。
同様に、ステップＳ２０のデザイン印象評価工程、ステップＳ３０のユーザ印象取得工程
、ステップＳ４０の印象提示・修正工程に処理を移行させる場合もそれぞれデザイン印象
評価ボタン２２、ユーザ印象取得ボタン２４、印象提示・修正ボタン２６が表示されてい
る位置にマウスポインタ５を移動させてマウスをクリックすることによって処理を移行さ
せることができる。
【００３７】
２－１．目標印象決定工程
　ステップＳ１０の目標印象決定工程では、制作対象となるデザインに必要とされる印象
に関する情報（以下、目標印象情報という）が定められる。目標印象決定工程は、図５に
示すフローチャートによって処理される。
【００３８】
　まず、ステップＳ１０ａにおいて、制御部１０は、目標印象入力画面１００２を出力部
１６に表示させる。目標印象入力画面１００２は、図６に示すように、デザインの印象を
表現する複数の情報を提示して、依頼主からデザイン制作の目標となる印象にあった情報
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を選択させるものである。
【００３９】
　ここで、デザインの印象を表現する情報は、デザインの印象を端的に表現する形容詞群
からなる文字情報、複数の色彩を組み合わせたカラーパレット群からなる色彩情報、デザ
インの印象を抽象的に表現する抽象画群等を、デザイン制作の対象に応じて適宜選択して
用いることが好適である。これらの情報は、印象表現データベースとして予め記憶部１２
に保存しておくことによって、適宜読み出して用いることができる。
【００４０】
　本実施の形態では、まず、図７の印象表現データベースを用いてドキュメントの印象を
ユーザから取得する。印象表現データベースは、図８に示すような印象マップの全体を網
羅する形容詞の表現を含むものである。ここで、印象マップとは、表示画面を複数の領域
に分割し、各々の領域をドキュメントの印象を示す領域として割り当てたものである。印
象マップには座標軸を設けて、その座標軸に沿って印象が所定の傾向で変化していくよう
に印象を表す情報を割り当てる。例えば、図８の例では、“暖かい”から“冷たい”まで
のデザインの暖かさを示すＸ座標と、“柔らかい”から“硬い”までのデザインの硬さを
示すＹ座標と、の二つの直交座標を設け、それぞれの印象の変化に沿って印象を表す情報
が割り当てられている。なお、印象マップへの情報の割り当て方法はこれに限られるもの
ではなく、対象とするデザインの種類に応じて座標軸の設定を変更することが好ましい。
【００４１】
　ここでは、図６のように、印象表現データベースから読み出された形容詞が列挙表示さ
れた目標印象入力画像１００２を出力部１６に表示させる。
【００４２】
　ステップＳ１０ｂでは、依頼主は入力部１４を用いて、デザインに要求される印象に沿
った情報を選択する。ここでは、印象表現データベースを複数準備する。そして、複数の
印象表現データベースを用いることによって、複数の基準に沿って印象にあった情報をユ
ーザに選択させる。
【００４３】
　ドキュメントの制作依頼主は、入力部１４としてマウスを用いて目標印象入力画面１０
０２に重ね合わせて表示されたマウスポインタ５を移動させ、デザインに要求される印象
に合う形容詞に付設されたチェックボックス２８にマウスポインタ５を合わせてマウスを
クリックすることによって選択する。選択されたチェックボックス２８には、チェックマ
ークを表示させる。選択が終了すると、マウスポインタ５を決定ボタン２９の位置に移動
させ、マウスをクリックすることによって、選択された形容詞の文字情報が記憶部１２に
保存される。図６の例では、「あどけない」、「可憐な」及び「メルヘンの」という文字
情報が選択され、記憶部１２に保存される。
【００４４】
　なお、印象を表現する情報の選択方法は、これに限られるものではなく、依頼主の入力
が容易に行える方法であれば他の方法を用いても良い。
【００４５】
　次に、ステップＳ１０ｃにおいて、ステップＳ１０ｂで選択された情報に基づいて、ド
キュメントのデザイン制作における目標印象情報データベースが登録される。この処理に
は、印象評価データベースが用いられる。印象評価データベースは、図９のように、印象
マップ上の印象を表す区分に対応付けられる印象情報に対して、印象表現データベースに
含まれる各情報（形容詞）、及び、各印象情報に対して関連付けられる各情報（形容詞）
間のその印象情報に対する相対的な重要度を示す重み係数が関連付けられて保持されてい
る。各情報（形容詞）にはそれぞれ１つの重み係数が関連付けられる。
【００４６】
　制御部１０は、ステップＳ１０ｂにおいて選択された情報（形容詞）を記憶部１２から
読み出し、図９に示す印象評価データベースを参照することによって、読み出された情報
（形容詞）に関連付けられた印象情報及びそれに対する重み係数を抽出する。制御部１０
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は、選ばれた印象情報毎に重み係数を積算する。そして、抽出された印象情報及び印象情
報毎の重み係数の和である評価値をデザインの識別番号に関連付けて目標印象情報データ
ベースとして記憶部１２に保存する。
【００４７】
　例えば、選定された文字情報が「あどけない」であった場合、図９の印象評価データベ
ースの例では、印象情報として「プリティ」が抽出され、その「プリティ」に対する重み
係数として０．５００が抽出される。また、「可憐な」が選択されていた場合、印象情報
として「ロマンチック」が抽出され、その「ロマンチック」に対する重み係数として１．
０００が抽出される。さらに「メルヘンの」が選択されていた場合、印象情報として「ロ
マンチック」が抽出され、その「ロマンチック」に対する重み係数として０．５００が抽
出される。この場合、印象情報毎の評価値は、それぞれ「プリティ」が０．５００、「ロ
マンチック」が１．５００となる。したがって、図１０に示すような目標印象情報データ
ベースが登録される。
【００４８】
　なお、一人の依頼主のみの情報選択に基づいて目標印象情報データベースを登録するも
のとしたが、上記工程を繰返すことによって複数の者から得られた情報に基づいて各印象
情報の評価値を算出して目標印象情報データベースを登録してもよい。例えば、企業内の
複数の役員毎に、形容詞を選択させ、印象情報を抽出し、抽出された印象情報毎に重み係
数の和である評価値を算出する。さらに、印象情報毎に複数の依頼主に対する印象情報の
評価値を足し合わせて、印象情報毎にその和を関連付けて目標印象情報データベースを登
録する。
【００４９】
　また、同一のユーザ又は同一の属性を有するユーザが時間を空けて上記工程を繰返すこ
とによって、ユーザの求めるデザインの印象の時間的な変化を考慮して目標印象情報デー
タベースを登録することも好適である。この場合、同一のユーザ又は同一の属性を有する
ユーザが時間を置いて上記処理を行う毎に抽出された印象情報毎に重み係数の和である評
価値を算出し、印象情報毎にその評価値を足し合わせて、印象情報毎にその和を関連付け
て目標印象情報データベースを登録する。
【００５０】
　本実施の形態では、各情報に関連付けられている重み係数は、それぞれの印象情報に対
する各情報の重要度に基づいて設定されているので、目標印象情報はデザイン制作の目標
となる印象の傾向を明確に示すものとなる。
【００５１】
＜変形例＞
　上記実施の形態では、それぞれの印象情報に対する各情報の重要度に基づいて設定され
た重み係数を用いて処理を行う。本変形例では、各印象情報が均等に評価されるように重
み係数を設定して処理を行う。
【００５２】
　ステップＳ１０ｃにおいて、ステップＳ１０ｂで選択された情報に基づいて、ドキュメ
ントのデザイン制作における目標印象情報データベースが登録される。ここでは、図１１
に示す印象評価データベースを用いて処理が行われる。この印象評価データベースでは、
各印象情報に対応付けられている情報（形容詞）の重み係数の和が等しくなるように各情
報（形容詞）の重み係数が設定されている。各情報（形容詞）にはそれぞれ１つの重み係
数が関連付けられる。
【００５３】
　制御部１０は、ステップＳ１０ｂにおいて選択された情報（形容詞）を記憶部１２から
読み出し、図１１に示す印象評価データベースを参照することによって、読み出された情
報（形容詞）に関連付けられた印象情報及びそれに対する重み係数を抽出する。制御部１
０は、選ばれた印象情報毎に重み係数を積算する。そして、抽出された印象情報及び印象
情報毎の重み係数の和である評価値をデザインの識別番号に関連付けて目標印象情報デー
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タベースとして記憶部１２に保存する。
【００５４】
　例えば、選定された文字情報が「あどけない」であった場合、図１１の印象評価データ
ベースの例では、印象情報として「プリティ」が抽出され、その「プリティ」に対する重
み係数として０．１４３が抽出される。また、「可憐な」が選択されていた場合、印象情
報として「ロマンチック」が抽出され、その「ロマンチック」に対する重み係数として０
．１８８が抽出される。さらに「メルヘンの」が選択されていた場合、印象情報として「
ロマンチック」が抽出され、その「ロマンチック」に対する重み係数として０．０６３が
抽出される。印象情報毎の評価値は、それぞれ「プリティ」が０．１４３、「ロマンチッ
ク」が０．２５１となる。したがって、図１２に示すような目標印象情報データベースが
登録される。
【００５５】
　なお、上記の実施の形態と同様に、上記工程を繰返すことによって複数の者から得られ
た情報に基づいて各印象情報の評価値を算出することも好適である。また、同一のユーザ
又は同一の属性を有するユーザが時間を空けて上記工程を繰返すことによって、ユーザの
求めるデザインの印象の時間的な変化を考慮して各印象情報の評価値を算出することも好
適である。
【００５６】
　本実施の形態では、各情報に関連付けられている重み係数は、それぞれの印象情報が等
しく評価されるように設定されているので、デザイン制作の目標となる印象を印象情報間
で比較したり、他の印象の評価結果と比較したりする場合に適している。
【００５７】
　また、図９及び図１１に示した印象評価データベースの両方を記憶部１２に格納してお
き、必要に応じていずれか一方を適宜選択して参照させてもよい。例えば、ステップＳ１
０ｃにおいて、いずれの印象評価データベースを参照するかユーザに選択させて、ユーザ
が選択したデータベースを参照して処理を行うことが好適である。これにより、デザイン
制作の目標となる印象の傾向を明確に示す目標印象情報データベースを作成するか、又は
、他の印象情報との比較が明確となるように目標印象情報データベースを作成するかを選
択することができる。
【００５８】
２－２．デザイン印象評価工程
　ステップＳ０において、デザイン印象評価ボタン２２がクリックされると、ステップＳ
２０のデザイン印象評価工程に処理が移行される。
【００５９】
　ステップＳ２０のデザイン印象評価工程においては、ドキュメントのデザインの印象に
関する情報（以下、デザイン印象情報という）が抽出される。デザイン印象評価工程は、
図１３のフローチャートに沿って処理される。
【００６０】
　まず、ステップＳ２０ａにおいて、実際のドキュメントデータを取り込み、記憶部１２
に格納及び保持する。制御部１０は、図１４のように、デザイン取込画面１００４を出力
部１６に表示して、デザイン制作者に対して評価対象となるデザインに関するドキュメン
トの入力を促す。
【００６１】
　例えば、デザイン制作者はウェブページをデザインし、それを予めネットワーク１０４
上にアップロードしておく。次に、デザイン取込画面１００４のＵＲＬ入力ボックス３０
にそのウェブページのＵＲＬを入力し、デザイン取込画面１００４上に表示されたマウス
ポインタ５をウェブデザイン取込ボタン３２に移動させて、マウスをクリックすることに
よって、デザイン印象評価の対象となるウェブページの取得先を指定する。制御部１０は
指定を受けると、ネットワーク１０４を介して、指定されたＵＲＬからウェブページのド
キュメントデータを取り込む。取り込まれたドキュメントデータは、図１５のように、ド
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キュメントデータの識別情報（例えばＵＲＬ）と関連付けられてデザインデータベースと
して記憶部１２に順次蓄積される。
【００６２】
　なお、デザインの識別番号に対して、未だデザインデータベースが生成されていない場
合には、デザインの識別番号に関連付けて新たなデザインデータベースを生成する。一方
、既にデザインの識別番号に対するデザインデータベースが存在している場合には、既存
のデザインデータベースに対してドキュメントデータの識別情報及びドキュメントデータ
が付加的に蓄積される。
【００６３】
　また、制作したウェブページのみならず、例えば、競合他社のウェブページのＵＲＬを
指定することによって、それらのウェブページのドキュメントデータを取り込んで評価す
ることも可能である。
【００６４】
　なお、デザイン制作の対象がプレゼンテーション資料、新商品又は企業のブランドロゴ
等である場合には、スキャナ等の読取装置を用いて、ドキュメントデータを取り込むこと
も好適である。この場合、デザイン取込画面１００４のドキュメント取込ボタン３４をク
リックすることによって、既存のドキュメント読取ツールを起動するようにすることが好
ましい。
【００６５】
　以下の説明では、例として図１６のウェブページのドキュメントが取り込まれたものと
する。
【００６６】
　ステップＳ２０ｂでは、取り込まれたドキュメントデータが人間に与える印象の評価を
行う。デザインの印象評価には、特願２００２－１８７５２２号等の既存の評価手段を用
いることができる。
【００６７】
　すなわち、制御部１０は被評価ドキュメントの画像データを記憶部１２から読み出し、
図１６のように領域分割する。領域分割には、既存の画像領域分割ツールを用いることが
できる。次に、面積、位置、大きさ、色平均、他の領域との色差等の物理的特徴量を分割
された領域毎に抽出する。
【００６８】
　ここで、各領域は、ＲＧＢ色空間からＬ＊ａ＊ｂ＊色空間に変換した後に視覚的な特徴
量を抽出することが好適である。通常、コンピュータで利用されるドキュメントデータは
、不均等色空間であるＲＧＢ色空間によって表現されていることが多く、人の感覚に近い
分析ができない。そこで、不均等色空間であるＲＧＢ色空間から均等色空間であるＬ＊ａ
＊ｂ＊色空間に変換することによって、より人の感性に近い印象として分析・評価するこ
とができる。また、Ｌ＊ａ＊ｂ＊空間はドキュメントのダイナミックレンジを表現できる
点からも好適である。勿論、ドキュメントデータが既にＬ＊ａ＊ｂ＊色空間で表現されて
いる場合には変換をする必要はない。
【００６９】
　また、物理的な特徴量とは、着目領域の面積、着目領域の幅ｗ及び高さｈ、左上の位置
ｘ，ｙ、着目領域全体の色平均、Ｌ＊成分の平均値、ａ＊成分の平均値、ｂ＊成分の平均
値、ドキュメント全体の色平均と着目領域全体の色平均の色差ΔＬ＊ａ＊ｂ＊、着目領域
と近接する領域との色平均の色差ΔｎＬ＊ａ＊ｂ＊、背景と着目領域との色平均の色差Δ

ｂＬ＊ａ＊ｂ＊、着目領域内における色の分散、同色数などの特徴をいう。また、ドキュ
メントデータの背景領域、背景領域を除く最も大きな領域を持つメイン領域及びメイン領
域に対してアクセントとなるアクセント領域から平均色を抽出して特徴量としてもよい。
【００７０】
　一方、物理的特徴量の組み合わせに対してデザイン印象情報を関連付けてデザイン評価
データベースとして記憶部１２に格納及び保持する。例えば、図１７のように、背景領域
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、背景領域を除く最も大きな領域を持つメイン領域及びメイン領域に対してアクセントと
なるアクセント領域の各領域の色彩（図中ではハッチングで示す）の組を生成し、それら
の色彩の組から人間が受ける印象を表すデザイン印象情報を関連付けて保存しておく。
【００７１】
　このデザイン評価データベースに基づいて、実際のドキュメントデータの背景領域、メ
イン領域及びアクセント領域から平均色を抽出し、その平均色の組み合わせからデザイン
印象情報を抽出することができる。抽出されたデザイン印象情報は、図１５のように、ド
キュメントデータの識別番号及び評価対象となったドキュメントデータと関連付けられて
デザインデータベースとして記憶部１２に格納及び保持される。
【００７２】
　例えば、図１６のドキュメントデータの背景領域、メイン領域及びアクセント領域の各
領域から平均色を抽出すると、図１７のデザイン評価データベースに基づいて、「ナチュ
ラル」というデザイン印象情報を求めることができる。
【００７３】
　なお、印象に関する情報を抽出するために用いることができる特徴量は、領域の面積、
領域の幅ｗ及び高さｈ、左上の位置ｘ，ｙ、領域全体の色平均、Ｌ＊成分の平均値、ａ＊

成分の平均値、ｂ＊成分の平均値、全体の色平均と着目領域全体の色平均の色差ΔＬ＊ａ
＊ｂ＊、着目領域と近接する領域との色平均の色差ΔｎＬ＊ａ＊ｂ＊、背景と着目領域と
の色平均の色差ΔｂＬ＊ａ＊ｂ＊、着目領域内における色の分散、同色数を用いてもよい
。
【００７４】
　また、これらの特徴量を組み合わせた条件とドキュメントの印象に関する表現情報とを
関連付けた多次元の表現情報データベースを用いてもよい。このように、出来る限り多く
の特徴量を組み合わせることにより、ドキュメントが人間に与える印象をより詳細なもの
とすることができる。特に、ドキュメント領域間の色差など、異なるドキュメント領域間
の特徴量の差異を含んだ条件を用いることにより、被評価ドキュメントの中で強いコント
ラストを持つ箇所等から受ける印象を表す表現情報を抽出することも可能となる。
【００７５】
　また、ドキュメントデータから得られた物理的特徴量そのものをデザイン印象情報とす
ることも好適である。例えば、ドキュメントデータの背景領域、メイン領域及びアクセン
ト領域の平均色の組み合わせ自体をカラーパレットとしてデザイン印象情報としても良い
。
【００７６】
　デザイン印象が選定されると、デザイン印象評価工程を終了し、制御部１０は、ステッ
プＳ０に制御を戻す。なお、本実施の形態では、ドキュメントを複数の領域に分割して処
理を行ったが、１つのドキュメント全体に対して処理を行ってもよい。
【００７７】
２－３．ユーザ印象取得工程
　ステップＳ０において、ユーザ印象取得ボタン２４がクリックされると、ステップＳ３
０のユーザ印象取得工程に処理が移行される。
【００７８】
　ステップＳ３０のユーザ印象取得工程では、ステップＳ２０で取り込まれたドキュメン
トデータについてユーザが持つ印象（以下、ユーザ印象情報という）の取得を行う。ユー
ザ印象取得工程は、図１８に示すフローチャートによって処理される。
【００７９】
　まず、ステップＳ３０ａにおいて、制御部１０は、ドキュメントデータ選択画面１００
６を出力部１６に表示させ、ステップＳ２０で取り込まれたドキュメントデータのうち印
象取得の対象となるドキュメントデータの選択を促す。
【００８０】
　ドキュメントデータ選択画面１００６は、図１９のように、記憶部１２のデザインデー



(13) JP 4984606 B2 2012.7.25

10

20

30

40

50

タベースに保持されているドキュメントデータに関する情報を画面上に列挙して表示し、
いずれのドキュメントデータに対するユーザ印象情報を取得するか、を選択させるものが
好適である。ただし、ドキュメントデータ選択画面１００６の態様はこれに限られるもの
ではなく、デザインデータベースに保持されているドキュメントデータの選択が可能であ
れば良い。
【００８１】
　ドキュメントデータに対する印象の入力を行うユーザは、マウス等の入力部１４を用い
て、ドキュメントデータ選択画面１００６のドキュメントデータ（画像データ）に関する
各情報に設けられたチェックボックス４０へマウスポインタ５を移動させ、マウスをクリ
ックすることによって情報を選ぶ。次に、選択決定ボタン４２にマウスポインタ５を移動
させてマウスをクリックすることにより、ドキュメントデータの選択を決定する。
【００８２】
　ステップＳ３０ｂでは、制御部１０は、ユーザ印象入力画面１００８を出力部１６に表
示させ、ドキュメントデータを見たユーザが受ける印象の入力を促す。
【００８３】
　ユーザ印象入力画面１００８は、図２０のように、選択されたドキュメントデータの内
容を表示する領域４３と、デザインの印象を表現する情報を列挙表示する領域４４とに分
割される。
【００８４】
　制御部１０は、記憶部１２に保持されているデザインデータベースから、ステップＳ３
０ａで選択されたドキュメントデータを読み出し、そのドキュメントデータをドキュメン
トデータ表示領域４３に画像形成して表示する。例えば、ウェブページのドキュメントデ
ータが選択された場合、図２０のように、デザインデータベースからそのドキュメントデ
ータのＵＲＬを読み出し、そのＵＲＬからそのドキュメントデータを取り込んでディスプ
レイ上に表示する。
【００８５】
　さらに、制御部１０は、記憶部１２に保持されている印象表現データベースからデザイ
ンの印象を表現する情報を読み出し、印象表現表示領域４４に表示させる。印象表現デー
タベースに含まれる印象を表現する情報は、ステップＳ１０の目標印象決定工程と同様、
デザインの印象を表現する複数の形容詞、色彩の組からなるカラーパレットを含む色彩情
報、デザインの印象を抽象的に表現する抽象画群等からドキュメントデータの種類に応じ
て適宜選択して用いることが好適である。
【００８６】
　本実施の形態では、図７の印象情報データベースから複数の形容詞群からなる文字情報
を読み出して印象表現表示領域４４に表示させる。
【００８７】
　次に、ステップＳ３０ｃにおいて、ユーザは、ドキュメントデータ表示領域４３に表示
されたドキュメントのデザインを見たときに感ずる印象に合った情報を入力部１４を用い
て選択する。
【００８８】
　例えば、図２０のように、形容詞が列挙された印象表現表示領域４４にマウスポインタ
５を表示しておき、ユーザはマウスを用いて、デザインから受ける印象に合致する形容詞
に設けられたチェックボックス４６にマウスポインタ５を移動させ、マウスをクリックし
て選択する。選択されたチェックボックス４６にはチェックマークを表示させる。スクロ
ールボタン４８上にマウスポインタ５を移動させ、マウスをクリックすることにより形容
詞の表示を適宜変更することができる。形容詞の選択が終了すると、マウスポインタ５を
決定ボタン４７の位置まで移動させてマウスをクリックすることによって、選択された形
容詞の文字情報が記憶部１２に保存される。例えば、「子供らしい」及び「甘美な」及び
「ういういしい」という文字情報が選択され記憶部１２に保存される。
【００８９】
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　ユーザの印象を取得する方法はこれに限られるものではない。すなわち、ユーザがドキ
ュメントデータのデザインに対する印象を容易に入力できるものであれば良い。
【００９０】
　ステップＳ３０ｄでは、ステップＳ３０ｃで選択された情報に基づいて、ユーザ印象情
報が定められる。ユーザ印象情報の決定には、ステップＳ１０の目標印象決定工程で用い
られた印象評価データベースが使用される。
【００９１】
　制御部１０は、ステップＳ３０ｃにおいて選択された情報（形容詞）を記憶部１２から
読み出し、図９に示す印象評価データベースを参照することによって、読み出された情報
（形容詞）に関連付けられた印象情報及びそれに対する重み係数を抽出する。制御部１０
は、選ばれた印象情報毎に重み係数を積算する。そして、抽出された印象情報及び印象情
報毎の重み係数の和である評価値をデザインの識別番号に関連付けてユーザ印象情報デー
タベースとして記憶部１２に保存する。
【００９２】
　例えば、選定された文字情報が「子供らしい」であった場合、図９の印象評価データベ
ースの例では、印象情報として「プリティ」が抽出され、その「プリティ」に対する重み
係数として１．０００が抽出される。また、「甘美な」が選択されていた場合、印象情報
として「ロマンチック」が抽出され、その「ロマンチック」に対する重み係数として１．
０００が抽出される。さらに「ういういしい」が選択されていた場合、印象情報として「
ロマンチック」が抽出され、その「ロマンチック」に対する重み係数として０．５００が
抽出される。この場合、印象情報毎の評価値は、それぞれ「プリティ」が１．０００、「
ロマンチック」が１．５００となる。したがって、図２１に示すようなユーザ印象情報デ
ータベースが登録される。
【００９３】
　なお、一人の依頼主のみの情報選択に基づいてユーザ印象情報データベースを登録する
ものとしたが、上記工程を繰返すことによって複数の者から得られた情報に基づいてユー
ザ印象情報データベースを登録することも好適である。例えば、企業を紹介するウェブペ
ージを制作した場合、複数の閲覧者から実際のドキュメントのデザインから受けた印象を
示す形容詞を選択してもらい、印象情報を抽出し、抽出された印象情報毎に重み係数の和
である評価値を算出する。さらに、印象情報毎に複数の閲覧者に対する印象情報の評価値
を足し合わせて、印象情報毎にその和を関連付けてユーザ印象情報データベースを登録す
る。
【００９４】
　また、同一のユーザ又は同一の属性を有するユーザが時間を空けて上記工程を繰返すこ
とによって、閲覧者が実際のドキュメントのデザインから受けた印象の時間的な変化を考
慮してユーザ印象情報データベースを登録するものとしてもよい。
【００９５】
　この場合、同一のユーザ又は同一の属性を有するユーザが時間を置いて処理を行う毎に
抽出された印象情報毎に重み係数の和である評価値を算出し、印象情報毎に印象情報の評
価値を足し合わせて、印象情報毎にその和を関連付けてユーザ印象情報データベースとす
る。
【００９６】
　本実施の形態では、各情報に関連付けられている重み係数は、それぞれの印象情報に対
する各情報の重要度に基づいて設定されているので、上記の目標印象決定工程と同様に、
ユーザ印象情報は実際のドキュメントのデザインの傾向を明確に示すものとなる。
【００９７】
　なお、ユーザ印象決定工程の処理は、これに限られるものではない。例えば、デザイン
の対象がプレゼンテーション資料、ウェブページ、新商品の外観又は企業のブランドロゴ
等のように複数の色彩が施されたものである場合、複数の色彩の組み合わせであるカラー
パレット群や人に対して異なる印象を与える複数の抽象画を印象表現データベースとして
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登録しておき、それらをユーザ印象入力画面に列挙表示して、依頼主に選択させることに
よって、選択されたカラーパレットに関連付けられた印象情報を選定することもできる。
【００９８】
＜変形例＞
　上記実施の形態では、それぞれの印象情報に対する各情報の重要度に基づいて設定され
た重み係数を用いて処理を行う。本変形例では、各印象情報が均等に評価されるように重
み係数を設定して処理を行う。
【００９９】
　ステップＳ３０ｄにおいて、ステップＳ３０ｃで選択された情報に基づいて、実際のド
キュメントのデザインからユーザが受けた印象を示すユーザ印象情報データベースが登録
される。ここでは、図１１に示す印象評価データベースを用いて処理が行われる。
【０１００】
　制御部１０は、ステップＳ３０ｃにおいて選択された情報（形容詞）を記憶部１２から
読み出し、図１１に示す印象評価データベースを参照することによって、読み出された情
報（形容詞）に関連付けられた印象情報及びそれに対する重み係数を抽出する。制御部１
０は、選ばれた印象情報毎に重み係数を積算する。そして、抽出された印象情報及び印象
情報毎の重み係数の和である評価値をデザインの識別番号に関連付けてユーザ印象情報デ
ータベースとして記憶部１２に保存する。
【０１０１】
　例えば、選定された文字情報が「子供らしい」であった場合、図１１の印象評価データ
ベースの例では、印象情報として「プリティ」が抽出され、その「プリティ」に対する重
み係数として０．２８６が抽出される。また、「甘美な」が選択されていた場合、印象情
報として「ロマンチック」が抽出され、その「ロマンチック」に対する重み係数として０
．１８８が抽出される。さらに「ういういしい」が選択されていた場合、印象情報として
「ロマンチック」が抽出され、その「ロマンチック」に対する重み係数として０．０６３
が抽出される。この場合、印象情報毎の評価値は、それぞれ「プリティ」が０．２８６、
「ロマンチック」が０．２５１となる。したがって、図２２に示すようなユーザ印象情報
データベースが登録される。
【０１０２】
　なお、上記の実施の形態と同様に、上記工程を繰返すことによって複数の者から得られ
た情報に基づいて各印象情報の評価値を算出することも好適である。また、同一のユーザ
又は同一の属性を有するユーザが時間を空けて上記工程を繰返すことによって、依頼主の
求めるデザインの印象の時間的な変化を考慮して各印象情報の評価値を算出することも好
適である。
【０１０３】
　本実施の形態では、各情報に関連付けられている重み係数は、それぞれの印象情報が等
しく評価されるように設定されているので、デザイン制作の目標となる印象を印象情報間
で比較したり、他の印象の評価結果と比較したりする場合に適している。
【０１０４】
　また、目標印象決定工程と同様に、図９及び図１１に示した印象情報データベースの両
方を記憶部１２に格納しておき、必要に応じていずれか一方を適宜選択して参照させても
よい。例えば、ステップＳ３０ｄにおいて、いずれの印象情報データベースを参照するか
ユーザに選択させて、ユーザが選択したデータベースを参照して処理を行うことが好適で
ある。これにより、実際のデザインから受けた印象の傾向を明確に示すユーザ印象情報デ
ータベースを登録するか、又は、他の印象情報との比較が明確となるようにユーザ印象情
報データベースを登録するかを選択することができる。
【０１０５】
２－４．印象提示・修正工程
　ステップＳ０において、印象提示・修正工程ボタン２６がクリックされると、ステップ
Ｓ４０の印象提示・修正工程に処理が移行される。
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【０１０６】
　ステップＳ４０の印象提示・修正工程は、図２３に示すフローチャートに沿って実行さ
れ、ステップＳ１０で求めた目標印象情報データベース、ステップＳ２０で求めたデザイ
ン印象情報及びステップＳ３０で求めたユーザ印象情報データベースに基づいて、ドキュ
メントのデザインに関する情報をユーザに呈示する。
【０１０７】
　まず、ステップＳ４０ａにおいて、制御部１０は、表示選択画面１０１０を出力部１６
に表示させ、いずれの情報の表示を行うかを操作者に選択させる。
【０１０８】
　表示選択画面１０１０では、図２４のように、表示の対象となるデザインの識別番号を
入力ボックス５４に入力する。また、チェックボックス５０を選択して、決定ボタン５２
をクリックすることによって、目標印象情報、デザイン印象情報、ユーザ印象情報及び印
象情報比較の中から表示する情報を選択する。ここで、印象情報比較とは、目標印象情報
とユーザ印象情報との差を示す情報のことを意味し、ドキュメントのデザイン制作の目標
とする印象と実際のドキュメントからユーザが受けた印象との差を表す情報を表示する処
理を意味する。
【０１０９】
　次に、表示する情報の入力を受けた制御部１０は、ステップＳ４０ｂにおいて、印象マ
ップ画面１０１２上に目標印象情報、デザイン印象情報、ユーザ印象情報、及び、印象情
報比較のうち少なくとも１つを表示する。
【０１１０】
　印象マップ画面１０１２は、図２５のように、複数の領域に分割されており、各々の領
域に領域識別番号が付与されている。一方、記憶部１２には、図２６に示すように、印象
表示用データベースとして、領域識別番号毎に印象を表現する情報が対応付けられて保持
されている。
【０１１１】
　ここで、印象マップ画面１０１２に座標軸を設けて、その座標軸に沿って印象が所定の
傾向で変化していくように領域識別番号を割り付けることが好適である。例えば、図２５
に示す印象マップ画面１０１２の例では、“暖かい”から“冷たい”までのデザインの暖
かさを示すＸ座標と、“柔らかい”から“硬い”までのデザインの硬さを示すＹ座標と、
の二つの直交座標を設け、それぞれの印象の変化に沿って印象を表す情報が割り当てられ
ている。なお、印象マップ画面１０１２上への情報の割り当て方法はこれに限られるもの
ではなく、対象とするデザインの種類に応じて座標軸の設定を変更することが好ましい。
【０１１２】
　ステップＳ４０ａにおいて目標印象情報が選択された場合、制御部１０は、目標印象情
報データベースを参照して、最も高い値と関連付けて保持されている印象情報を目標印象
情報として抽出する。そして、図２７のように、デザイン識別番号に関連付けられた目標
印象情報が印象マップ画面１０１２に重ね合わせて表示される。
【０１１３】
　このとき、制御部１０は、印象表示用データベースを参照することによって、目標印象
情報に対応付けられる領域識別番号を抽出する。そして、抽出された領域識別番号が付与
された印象マップ画面１０１２上の領域に対応する目標印象情報を表示する。
【０１１４】
　なお、目標印象情報データベースを参照して、最も高い値に関連付けられている印象情
報、二番目に高い値に関連付けられている印象情報、三番目に高い値に関連付けられてい
る印象情報をそれぞれドキュメントの中のメイン領域、サブ領域及びアクセント領域のデ
ザインの目標となる印象として抽出してもよい。この場合、図２８に示すように、それぞ
れの目標印象情報を印象マップ画面１０１２に重ね合わせて表示することが好適である。
【０１１５】
　図９の印象評価データベースを用いて目標印象情報を設定した場合、印象マップ画面１
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０１２上に表示された目標印象情報はデザイン制作の目標となる印象の傾向を明確に示す
ものとなる。図１１の印象評価データベースを用いて目標印象情報を設定した場合、印象
マップ画面１０１２上に表示された目標印象情報をデザイン印象情報やユーザ印象情報と
客観的に的確に比較することができる。
【０１１６】
　ステップＳ４０ａにおいてデザイン印象情報が選択された場合、図２９のように、デザ
イン識別番号に関連付けられたデザインデータベースに含まれるデザイン印象情報が印象
マップ画面１０１２に重ね合わせて表示される。このとき、デザインデータベースに含ま
れるドキュメントデータ毎に情報の表示色を変更する等して、表示された情報の識別を容
易にすることが好ましい。また、各々のデザイン印象情報の代わりに、又は、各々のデザ
イン印象情報と併せて、それらに対応するドキュメントデータ自体を表示することも好適
である。
【０１１７】
　ステップＳ４０ａにおいてユーザ印象情報が選択された場合、制御部１０は、ユーザ印
象情報データベースを参照して、最も高い値と関連付けて保持されている印象情報をユー
ザ印象情報として抽出する。そして、図３０のように、デザイン識別番号に関連付けられ
たユーザ印象情報データベースに含まれるユーザ印象情報が印象マップ画面１０１２に重
ね合わせて表示される。このとき、ユーザ印象情報データベースに含まれるドキュメント
データ毎に情報の表示色を変更する等して、表示された情報の識別を容易にすることが好
ましい。
【０１１８】
　図９の印象評価データベースを用いてユーザ印象情報を設定した場合、印象マップ画面
１０１２上に表示されたユーザ印象情報はデザイン制作の目標となる印象の傾向を明確に
示すものとなる。図１１の印象評価データベースを用いてユーザ印象情報を設定した場合
、印象マップ画面１０１２上に表示されたユーザ印象情報を目標印象情報やデザイン印象
情報と客観的に的確に比較することができる。
【０１１９】
　さらに、ステップＳ４０ａにおいて、目標印象情報とデザイン印象情報の両方が選択さ
れた場合、図３１のように、デザイン識別番号に関連付けられた目標印象情報及びデザイ
ン印象情報の両方が印象マップ画面１０１２に重ね合わせて表示される。同様に、目標印
象情報とユーザ印象情報の両方が選択された場合、デザイン印象情報とユーザ印象情報の
両方が選択された場合、又は目標印象情報、デザイン印象情報及びユーザ印象情報の全て
が選択された場合にも各々の情報を印象マップ画面１０１２に重ね合わせて表示する。
【０１２０】
　このように、目標印象情報、デザイン印象情報及びユーザ印象情報を１つの印象マップ
画面１０１２に重ね合わせて表示することによって、デザイン制作者、依頼主及びユーザ
がデザイン制作の目標となる印象、実際のデザインが有する印象及び実際のデザインから
ユーザが受け取る印象を視覚的に比較しながら確認することができる。このとき、印象マ
ップ画面１０１２上では、各々の情報が印象傾向を示す座標軸に沿って表示されるため、
目標となる印象、実際のデザインの印象及びユーザの受け取る印象がどの程度相違するの
か、その相違はどのような傾向であるのか、等を明確に把握することができる。
【０１２１】
　さらに、ステップＳ２０において、他社のウェブページや他の商品のデザインに対して
デザイン印象情報を求めておくことにより、これらの情報と目標印象情報を比較して確認
することもできる。これにより、他社のウェブページや他の商品の印象と制作するデザイ
ンの目標印象との一致又は相違を把握することが容易となる。
【０１２２】
　さらに、ステップＳ３０において、同一のデザインに対して複数のユーザからのユーザ
印象情報を取得しておくことによって、印象マップ画面１０１２上においてユーザ印象情
報の分布傾向を容易に確認することができる。また、目標印象情報やデザイン印象情報と
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、ユーザ印象情報の分布傾向の一致又は相違を一見して確認することができる。
【０１２３】
　なお、印象マップ画面１０１２上の各領域に抽象画を対応付けておき、目標印象情報、
デザイン印象情報及びユーザ印象情報として形容詞の代わり、又は、形容詞と共に抽象画
を目標印象情報、デザイン印象情報及びユーザ印象情報に対応する領域に表示しても良い
。カラーパレットを用いた場合も同様である。
【０１２４】
　ステップＳ４０ａにおいて印象情報比較が選択された場合、制御部１０は、目標印象情
報データベースとユーザ印象情報データベースとを参照して、デザイン制作の目標とした
印象と実際のドキュメントのデザインからユーザが受けた印象との相違を表す情報を印象
マップ上に表示する。
【０１２５】
　制御部１０は、目標印象情報データベースに登録されている印象情報に関連付けられて
いる積分値から、その印象情報に関連付けてユーザ印象情報データベースに登録されてい
る積分値を引いた差分値を印象情報毎に算出する。例えば、印象情報「プリティ」につい
て、目標印象情報データベースでは積分値として０．５００が登録されており、ユーザ印
象情報データベースでは積分値として１．０００が登録されている場合、印象情報「プリ
ティ」に対する差分値は－０．５００となる。同様に、目標印象情報データベース及びユ
ーザ印象情報データベースのいずれかに０でない積分値が登録されている他の印象情報に
ついても差分値を算出する。
【０１２６】
　差分値が算出されると、制御部１０は、図３２に示すように、算出された差分値を印象
マップ画面１０１２上の対応する印象情報が割り当てられた領域に重ね合わせて表示させ
る。
【０１２７】
　このとき、差分値の正・負、差分値の絶対値の大きさに応じて情報の表示色等を変更さ
せて、表示された差分値の識別を容易にすることが好ましい。例えば、差分値が正の場合
、すなわち目標よりも実際の印象が弱い場合、には印象マップ画面１０１２上のその印象
情報が割り当てられた領域を青味掛かった色で塗りつぶしてその上に差分値を表示し、差
分値が負の場合、すなわち目標よりも実際の印象が強い場合、には印象マップ画面１０１
２上のその印象情報が割り当てられた領域を赤味掛かった色で塗りつぶしてその上に差分
値を表示する。さらに、差分値の絶対値に応じて青味や赤味等の色味に強弱をつけてもよ
い。
【０１２８】
　このように、デザイン制作の目標として定めた印象と実際に制作されたドキュメントの
デザインからユーザが受けた印象との差を呈示することによって、実際のデザインの印象
と目標とした印象との差を視覚的に容易に把握することができる。特に、印象マップ上を
分割する印象情報毎に印象の差を示す値を呈示することによって、どのような印象が目標
よりも弱く、どのような印象が目標より強いのか等を容易に把握することができる。
【０１２９】
　また、制御部１０は、目標印象情報データベースに登録されている印象情報に関連付け
られている積分値、及び、ユーザ印象情報データベースに登録されている印象情報に関連
付けられている積分値のうちいずれか低い値を印象情報毎に表示させてもよい。例えば、
印象情報「プリティ」について、目標印象情報データベースでは積分値として０．５００
が登録されており、ユーザ印象情報データベースでは積分値として１．０００が登録され
ている場合、印象情報「プリティ」については目標印象情報データベースに登録されてい
る０．５００がより低い値になる。同様に、目標印象情報データベース及びユーザ印象情
報データベースのいずれかに０でない積分値が登録されている他の印象情報についても低
い方の値が抽出される。
【０１３０】
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　制御部１０は、図３３に示すように、抽出された結果を印象マップ画面１０１２上の対
応する印象情報が割り当てられた領域に重ね合わせて表示させる。
【０１３１】
　このとき、目標印象情報データベース及びユーザ印象情報データベースのいずれにより
低い値が登録されていたかによって情報の表示色等を変更させることが好ましい。例えば
、目標よりも実際の印象が低い値を有する場合には印象マップ画面１０１２上のその印象
情報が割り当てられた領域を青味掛かった色で塗りつぶしてその上に抽出された値を表示
させ、目標よりも実際の印象が高い値を有する場合には印象マップ画面１０１２上のその
印象情報が割り当てられた領域を赤味掛かった色で塗りつぶしてその上に抽出された値を
表示させる。
【０１３２】
　これにより、デザイン制作の目標として定めた印象と実際に制作されたドキュメントの
デザインからユーザが受けた印象とのいずれが強いかをユーザは視覚的に容易に把握する
ことができる。
【０１３３】
　なお、同様に、図１２に示す目標印象決定工程の変形例で得られた目標印象情報データ
ベース及び図２２に示すユーザ印象取得工程の変形例で得らたユーザ印象情報データベー
スに基づいて、デザイン制作の目標とした印象と実際のドキュメントのデザインからユー
ザが受けた印象との相違を表す情報を印象マップ上に表示することもできる。
【０１３４】
　もちろん、印象情報の比較結果を目標印象情報、デザイン印象情報及びユーザ印象情報
のいずれか１つ以上と印象マップ上に重ね合わせて表示してもよい。
【０１３５】
　さらに、本実施の形態では、目標印象情報の修正を行うことやデザイン印象の修正に役
立つ情報の提示を行うこともできる。印象マップ画面１０１２上の目標印象修正ボタン６
４又はデザイン印象修正情報提示ボタン６５にマウスポインタ５を移動させてマウスをク
リックすることによって、ステップＳ４０ｃに処理が移行される。
【０１３６】
　目標印象情報の修正が指示されると、制御部１０は目標印象情報の設定処理を開始する
。
【０１３７】
　操作者は、印象マップ画面１０１２上に表示されたデザイン印象情報やユーザ印象情報
を参照しながら、印象マップ画面１０１２上の領域にマウスポインタ５を移動させてマウ
スをクリックする。制御部１０は、マウスポインタ５の位置を取得し、印象表現用データ
ベースを参照することによって、その領域に割り当てられた印象を表現する情報を新たな
目標印象情報として設定する。ここで、設定された新たな目標印象情報の確認を容易にす
るために、目標印象情報を表示する領域６６を設けて目標印象情報を表示させることも好
適である。
【０１３８】
　上記目標印象情報の設定方法を用いれば、例えば、競合他社のウェブデザインをデザイ
ン印象情報として印象マップ画面１０１２上に重ね合わせて表示しておき、自社のウェブ
デザインの目標印象を競合他社のウェブデザインの印象と異なるものとしたいときには、
競合他社のウェブデザインのデザイン印象情報が表示された領域と重複しない領域を指定
することによって適切な目標印象情報を容易に設定することができる。逆に、競合他社と
似通った印象を有するウェブデザインとしたい場合には、競合他社のウェブデザインのデ
ザイン印象情報が表示された領域を指定することによって適切な目標印象情報を設定する
ことができる。同様に、ユーザ印象情報を印象マップ画面１０１２上に重ね合わせて表示
することによって、ユーザが受け取る印象を参考にしながら新たな目標印象情報を設定す
ることも可能である。
【０１３９】
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　また、印象マップ画面１０１２に設けられたデザイン印象修正情報提示ボタン６５にマ
ウスポインタ５を移動させ、マウスをクリックすることによって、操作者がデザイン印象
情報の修正に必要な情報を提示することもできる。例えば、印象マップ画面１０１２の各
領域に割り当てられた印象に相応しいデザインの背景領域、メイン領域及びアクセント領
域の色彩の組み合わせを予めデータベース化しておき、目標印象情報が表示された領域に
対応する色彩の組を印象マップ画面１０１２に重ね合わせて表示させることが好適である
。デザインを表示された色彩の組み合わせに変更することで、目標印象に近づけることが
できる。
【０１４０】
　このように、目標印象情報の修正やデザイン修正の支援情報の提示を同一の印象マップ
画面１０１２上において行うことによって、目標とする印象、実際のデザインの印象、ユ
ーザが受け取る印象を視覚的に確認しながら作業を行うことができる。
【０１４１】
　すなわち、本実施の形態によれば、デザイン制作の目標となる印象、実際のデザインが
有する印象及び実際のデザインからユーザが受ける印象の一致や相違を同一の印象マップ
画面上で確認することができる。
【０１４２】
　それにより、依頼主やデザイン制作者はデザイン制作の目標印象設定の適否を視覚的に
把握することができ、目標印象やデザイン印象の修正を容易に行うことが可能となる。ま
た、デザイン制作の作業において依頼主とデザイン制作者との情報の擦り合わせが容易と
なって作業を円滑に行うことができる。
【０１４３】
　さらに、依頼主が目標とする印象や制作したデザインからユーザが受ける印象に基づい
て、デザインの修正の方向性を見出すことが容易となる。
【０１４４】
　なお、上記実施の形態においては、ウェブページ、プレゼンテーション資料、商品のデ
ザイン等の視覚的なデザインを対象としたが、コマーシャル音声等の音声データに対して
も目標印象情報、デザイン印象情報及びユーザ印象情報を取得して、同一の印象マップ画
面上に表示することで同様の効果を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０１４５】
【図１】本発明の実施の形態におけるデザイン制作支援装置の全体構成のブロック図であ
る。
【図２】本発明の実施の形態におけるマネジメントサーバの構成のブロック図である。
【図３】本発明の実施の形態におけるデザイン制作支援方法のメインのフローチャートで
ある。
【図４】本発明の実施の形態におけるメインメニュー画面を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態における目標印象決定工程のフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態における目標印象入力画面を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態における印象表現データベースを示す図である。
【図８】本発明の実施の形態における印象マップを示す図である。
【図９】本発明の実施の形態における印象評価データベースを示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態における目標印象情報データベースを示す図である。
【図１１】本発明の実施の形態における印象評価データベースを示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態における目標印象情報データベースを示す図である。
【図１３】本発明の実施の形態におけるデザイン印象評価工程のフローチャートである。
【図１４】本発明の実施の形態におけるデザイン印象評価画面を示す図である。
【図１５】本発明の実施の形態におけるデザインデータベースを示す図である。
【図１６】本発明の実施の形態におけるウェブページの例を示す図である。
【図１７】本発明の実施の形態におけるデザイン評価データベースを示す図である。
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【図１８】本発明の実施の形態におけるユーザ印象取得工程のフローチャートである。
【図１９】本発明の実施の形態におけるドキュメントデータ選択画面を示す図である。
【図２０】本発明の実施の形態におけるユーザ印象入力画面を示す図である。
【図２１】本発明の実施の形態におけるユーザ印象情報データベースを示す図である。
【図２２】本発明の実施の形態におけるユーザ印象情報データベースを示す図である。
【図２３】本発明の実施の形態における印象提示・修正工程のフローチャートである。
【図２４】本発明の実施の形態における表示選択画面を示す図である。
【図２５】本発明の実施の形態における印象マップ画面を示す図である。
【図２６】本発明の実施の形態における印象表示用データベースを示す図である。
【図２７】目標印象情報を重ね合わせて表示した印象マップ画面を示す図である。
【図２８】目標印象情報を重ね合わせて表示した印象マップ画面を示す図である。
【図２９】デザイン印象情報及びドキュメントデータを重ね合わせて表示した印象マップ
画面を示す図である。
【図３０】ユーザ印象情報を重ね合わせて表示した印象マップ画面を示す図である。
【図３１】目標印象情報、デザイン印象情報及びドキュメントデータを重ね合わせて表示
した印象マップ画面を示す図である。
【図３２】目標と実際との印象の差を表す情報を表示した印象マップ画面を示す図である
。
【図３３】目標と実際との印象の差を表す情報を表示した印象マップ画面を示す図である
。
【図３４】デザイン制作のフローチャートである。
【符号の説明】
【０１４６】
　５　マウスポインタ、１０　制御部、１２　記憶部、１４　入力部、１５　入力ボック
ス、１６　出力部、１８　ネットワークインターフェース部、２０　目標印象決定ボタン
、２２　デザイン印象評価ボタン、２４　ユーザ印象取得ボタン、２６　印象提示・修正
ボタン、２８　チェックボックス、２９　決定ボタン、３０　入力ボックス、３２　ウェ
ブデザイン取込ボタン、３４　ドキュメント取込ボタン、３６　背景領域、３７　メイン
領域、３８　アクセント領域、４０　チェックボックス、４２　選択決定ボタン、４３　
ドキュメントデータ表示領域、４４　印象表現表示領域、４６　チェックボックス、４７
　決定ボタン、４８　スクロールボタン、５０　チェックボックス、５２　決定ボタン、
５４　入力ボックス、６０　印象情報表示領域、６２ａ　Ｘ座標軸、６２ｂ　Ｙ座標軸、
６４　目標印象修正ボタン、６５　デザイン印象修正情報提示ボタン、６６　目標印象表
示領域、６８　ドキュメントデータの表示、１００　マネジメントサーバ、１０２ａ，１
０２ｂ，１０２ｃ　クライアントコンピュータ、１０４　ネットワーク、１０００　メイ
ンメニュー画面、１００２　目標印象入力画面、１００４　デザイン取込画面、１００６
　ドキュメントデータ選択画面、１００８　ユーザ印象入力画面、１０１０　表示選択画
面、１０１２　印象マップ画面。
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